
職場のあんぜんサイト:化学物質:トルエン

1.化 学物質等及び会社情報

化学物費等の名称 :

製品コード:

会社名 :

住所 :

電話番号 :

緊急時の電話番号 :

FAX番 号 :

メールアドレス :

権奨用途及び使用上の制限 :

2.危険有害性の要約

GHS分 類

物理化学的危険性

製品安全データシート

トル エン

作成日2001年 03月 12日

改定日2006年 03月 19日

改定日2009年 09月 18日

トルエン

000
0000株 式会社

東京都△△区△△町△丁目△△番地

03-1234-5078

03-1234-5078

03-1234-5078

本物質の主な用途は、染料、香料、火薬 (TNT)、 有機顔料、合成クレ

ゾール、甘味料、漂白剤、TDl、 テレフタル酸、合成繊維、可堕剤などの

合成原料、ベンゼン原料、キシレン原料、石油精製、医薬品、塗料・イ

ンキ溶剤等である。

健康に対する有害性

火薬類

可燃性・引火性ガス

可燃性・引火性エアゾール

支燃性口酸化性ガス

高圧ガス

引火性液体

可燃性団体

自己反応性化学品

自然発火性液体

自然発火性同体

自己発熱性化学品

水反応可燃性化学品

酸化性液体

酸化性固体

有機過酸化物

金属腐食性物質

急性毒性 (経 口)

急性毒性 (経皮 )

急性毒性 (吸入 :ガス )

急性毒性(吸入 :蒸気 )

急性毒性(吸入 :粉じん、

ミスト)

急性毒性 (吸入 :粉じん、

ミスト)

分類対象外

分類対象外

分類対象外

分類対象外

分類対象外

区分2

分類対象外

分類対彙外

区分外

分類対象外

分類できない

分類対象外

分類対象外

分類対象外

分類対象外

区分外

区分5

区分外

分類対象外

区分4

分類対象外(紛じん )

分類できないくミスト)

分類できない

区分外

区分外

区分外

区分 lA

区分1(中枢神経系 )

区分3(麻酔作用 )
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皮膚腐食性・刺激性    区分2

眼に対する重篤な損傷 ,眼刺 区分2B

激性

呼吸器感作性

皮膚感作性

生殖細胞変異原性

発がん性

生殖毒性

特定標的臓器・全身毒性

(単回ぼく露)
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区分3(気道刺激性 )

特定標的臓器・全身毒性  区分1(中 4E神経系、腎臓 s肝臓 )

(反復ばく露 )

吸引性呼吸器有害性    区分 1

環境に対する有害性      水生環境急性有害性    区分2

水生環境慢性有害性    区分外

ラベル要素

絵表示又はシンポル :

注意喚起語 :         危険

危険有害性情報:       引火性の高い液体及び蒸気

飲み込むと有害のおそれ (経口)

吸入すると有害 (蒸 気)

皮膚刺激

眼刺激

生殖能又は胎児への悪影響のおそれ

中枢神経系の障害

眠気及びめまいのおそれ

呼吸器への刺激のおそれ

長期又は反復ぼく露による中枢神経系、腎臓、肝臓の障害

飲み込み、気道に優入すると生命に危険のおそれ

水生生物に毒性

注意書き:         【安全対策】

すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

使用前に取扱説明書を入手すること。

この製品を使用する時に、飲食又 Iま 喫煙をしないこと.

熱、火花、裸火、高温のもののような着火源から遠ぎけること。―禁煙 .

防爆型の電気機器、換気装置、照明機器を使用すること。静電気放電

や火花による引火を防止すること。

個人用保護具や換気装置を使用し、ぼく露を避けること。

保護手袋、保護眼競、保護面を着用すること。

ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと

取扱い後はよく手を洗うこと。

環境への放出を避けること。

【応急措置】

火災の場合には適切な消火方法をとること。

吸入した場合 :空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息さ

せること。

吐かせないこと。

眼に入つた場合:水で数分間、注意深く洗うこと。コンタタトレンズを審

易に外せる場合には外して洗うこと.

皮膚に付着した場合 :多量の水と石鹸で洗うこと。

皮膚 (又 は毛髪)に付着した場合 :直ちに、すべての汚染された衣類を

脱ぐこと、取り除くこと。

汚染された保護衣を再使用する場合には洗濯すること。

ばく露又はその懸念がある場合 :医師の診断、手当てを受けること。

【保管】

容器を密開して涼しく換気の良いところで施錠して保管すること。

【廃楽】

内容物や害器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業

者に業務委託すること。

国/地域情報 :

3.組成、成分情報

物質

化学名又は一般名:      トルエン(To:oon。 )

別名:             メテルベンゼン (M othy:benzene)

フェニルメタン (Pheny:methano)

https:〃anzeninfo.mmw.gOjp/allzen/gmsds/0045。htm1                  2021/01/27
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トルオール (To:uo:)

化学式 :                     CフH8

化学特性

(化 学式又は構造式):      1。
luene

CAS番 号 :

官報公示整理番号      (3)-2
(化 審法・安衛法):

分類に寄与する不純物及び安定 情報なし

化添加物 :

温度又は濃度範囲:      情報なし

4.応急措置

吸入した場合:          被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息さ

せること。

医師の手当、診断を受けること。

気分が悪い時は、医師の手当て,診断を受けること。

皮膚に付着した場合:       汚染された衣類を脱ぐこと。

皮膚を速やかに洗浄すること。

多量の水と石鹸で洗うこと。

皮膚刺激が生じた場合、医師の診断、手当てを受けること。

医師の手当、診断を受けること。

気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

汚彙された衣類を再使用する前に洗濯すること。

日に入つた場合:         水で数分間、注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて

容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。

眼の刺激が持続する場合は、医師の診断も手当てを受けること。

医師の手当、診断を受けること。

気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

飲み込んだ場合:         口をすすぐこと。

医師の手当、診断を受けること。

気分が悪い時は、医師の手当て,診断を受けること。

予想される急性症状及び運発性症 吸入すると、咳、咽頭痛、めまい、し眠、頭痛、吐き気、意識姜失。

状 :

皮膚に接触すると、皮膚の乾燥、発赤。

眼に接触すると、発赤、痛み。

飲み込むと、灼熱感、腹痛、咳、咽頭痛、めまい、し眠、頭痛、吐き気、

意識喪失。

最も重要な兆候及び症状 :

5.火 災時の措置

消火剤:            小火災 :二酸化炭素、粉末消火剤、散水、耐アルコール性泡消火剤

大火災 :散水、噴霧水、耐アルコール性泡消火剤

使つてはならない消火剤:     棒状注水

特有の危険有害性:       極めて燃え易い、熱、火花、火炎で容易に発火する。

加熱により容器が爆発するおそれがある。

火災によって刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生するおそれがあ

る。

引火性液体及び蒸気.

特有の消火方法:        引火点が極めて低い:散水以外の消火剤で消火の効果がない大きな火

災の場合には散水する。

危険でなければ火災区城から審器を移動する。

https.11観eninfo.mhlw.gojp/anzen/gmsds/0045.htm1                  2021/01/27
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移動不可能な場合、審器及び周囲に散水して冷却する。

消火後も、大量の水を用いて十分に審器を冷却する。

消火を行う者の保護:       消火作業の際は、通切な空気呼吸器、化学用保護衣を着用する。

6.漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具及び 漏洩物に触れたり、その中を歩いたりしない。

緊急時措置 :           直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。

関係者以外の立入りを禁止する。

作業者は適切な保護具 (「 8.ぼく露防止及び保護措置Jの 項を参照)を

着用し、眼、皮膚への接触やガスの吸入を避ける。

適切な肪護衣を着けていないときは破損した審器あるいは漏洩物に触

れてはいけない。

漏洩しても火災が発生していない場合、密闘性の高い、不浸透性の保

護衣を着用する。

風上に留まる。

低地から離れる。

密開された場所に立入る前に換気する.

環境に対する注意事項:     河川等に排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。

環境中に放出してはならない。

回収、中和:           少量の場合、乾爆土、砂や不燃材料で吸収し、あるいは覆つて密閉で

きる空客器に回収する。

少量の場合、吸収したものを集めるとき、清潔な帯電防止工具を用い

る。

大量の場合、盛土で囲つて流出を防止し、安全な場所に導いて回収す

る。

大量の場合、散水は、蒸気濃度を低下させる。しかし、密開された場所

では燃焼を抑えることが出来ないおそれがある。

封じ込め及び浄化の方法・機材:  危険でなければ漏れを止める。

漏出物を取tytぅ とき用いる全ての設備は接地する。

蒸気抑制泡は蒸発温度を低下させるために用いる。

二次災害の防止策:       すべての発火源を速やかに取除く(近傍での喫煙、火花や火炎の禁

止 )。

排水溝、下水溝、地下室あるいは用饉場所への流入を防ぐ。

7.取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策:         「8.ぼく露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着

用する。

局所排気・全体換気:     「8.ば く露防止及び保護措置」に籠載の局所排気、全体換気を行なう。

安全取扱い注意事項:     使用前に取扱説明書を入手すること.

すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。

周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する.

客器を転倒させ、落下させ、衝撃を加え、又は引きずるなどの取扱いを

してはならない。

接触.吸入又は飲み込まないこと。

眼に入れないこと。

取扱い後はよく手を洗うこと。

屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。

環境への放出を避けること。

接触回避:        「10.安定性及び反応性」を参照。

保管

技術的対策:         保管場所は壁、柱、床を耐火構造とし、かつ、はりを不燃材料で作るこ

と。

保管場所は屋根を不燃材料で作るとともに、金属板その他の軽量な不

燃材料でふき、かつ天丼を設けないこと。

保管場所の床は、床面に水が漫入し、又は浸透しない構造とすること。

保管場所の床は、危険物が浸透しない構造とするとともに、適切な傾斜

をつけ、かつ、適切なためますを設けること。

保管場所には危険物を貯蔵し、又は取り扱うために必要な採光、照明

及び換気の設備を設ける。

保管条件:          熱、火花、裸火のような着火源から離して保管すること。―禁煙。

httpsよヽ
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酸化剤から離して保管する。

審器は直射日光や火気を避けること.

審器を密囲して換気の良い冷所で保管すること。

施鍵して保管すること。

混触危険物質:       「10.安定性及び反応性」を参照。

容器包装材料:        消防法及び国連輸送法規で規定されている審器を使用する。

8.はく露防止及び保護措置

管理濃度:           20ppm
許審濃度 (ばく露限界値、生物学的

ばく露指標):

日本産業衛生学会 (2008年版)50ppm   188mg/m3       皮

ACGIH(20091=版)         TLV― TWA   20ppm              A4:BEl
設備対策:            製造業者が指定する防爆の電気・換気・照明機器を使用すること。

静電気放電に対する予防措置を講ずること。

この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼審と安全シャワーを設置

すること。

空気中の濃度をばく露限度以下に保つために排気用の換気を行なうこ

と。

高熱工程でミストが発生するとき1ま 、空気汚築物質を管理濃度以下に

保つために換気装置を設置する。

保護具

呼吸器の保護具 :       適切な呼吸器保護具を着用すること。

手の保護具:         適切な保護手袋を着用すること。

眼の保護具:         適切な眼の保護具を着用すること。

保護眠鏡 (普通眼鏡型、側板付き普通眼鐘型、ゴーグル型)

皮膚及び身体の保護具 :    適切な額面用の保護具を着用すること。

衛生対策:            取扱い後はよく手を洗うこと。

9.物理的及び化学的性質

物理的状態、形状、色など:   無色液体
1)

奥い:             特徴的な臭気
10

,H:             データなし

融点・凝固点:        _95℃ (融点)1)

沸点、初留点及び沸騰範囲:  111℃ (沸点)1)

引火点:           4℃ (密閉式)1)

爆発範囲:          下限 1.l vol%、 上限 7.l vo:%1)

蒸気圧 :                     3.8kPa(25℃ ):)

蒸気密度 (空 気 =1):     3.18(計 算値 )

比重 (密 度):                 0.866(20℃ /4℃ )2)

溶解度:           0.007%(w/w)(23.5℃ X水 )2)

エタノール.エチルエーテルとアセトンと混和.ほ とんどの有機溶媒に可

藩。(o一体)6)

オクタノール/水分配係数 :   Iog Pow=2.735)

自然発火温度:        480℃ 1)

分解温度:          データなし

臭いのしきいく目)値       データなし

蒸発速度 (酢酸ブテル =1):  データなし

燃焼性 (固 体、ガス):     餞当しない

粘度:            0.50mPa・ 3(25℃)の

10.安 定性及び反応性

安定性:             通常の取扱いにおいては安定である。

流動、競絆などにより、静電気が発生することがある。

危険有害反応可能性:      強酸化剤と激しく反応し、火災や爆発の危険をもたらす。

選けるべき条件:         加熱.

混触危険物質:         酸化剤。

危険有害な分解生成物:     加熱分解によリー酸化炭素、二酸化炭素を生じる。

Pagc 5 of9
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11.有 書性情報

急性毒性 :

Page 6 of9

発がん性 :

生殖毒性 :

特定標的臓器・全身毒性

(単 回ばく露 ):

2600mg/kg 36)

5500mg/kg 33)

5580mg/kg 36)

5900olg/kg 36)

6400mg/kg 36)

7000mg/kg 30)

7530mg/kg 36)

12000mg/kg l° )

14100mg/kg 35)

12.5mg/L/4H36)

20.lmg/L/4H36)

28.3mg/L/4H36)

33mg/L/4り 30)

ウサギを用いた皮膚一次刺激性 (4時間適用)試験結果 30の 記述か

ら、トルエンは中等度 (mOderate)の 皮膚刺激性を示した。

皮膚劇激 (区 分2)

ウサギを用いたOECDテストガイドラインに準拠した眼刺激性試験結果

の記述 36)から、7日 間で回復するので、トルエンは軽度の眼刺激性を

示すと考えられる。

眼刺激 (区分2B)

呼吸器感作性 :データなし

皮膚感作性 :モルモットを用いたマキシマイゼーション法試験結果の記

述 36)から、トルエンは皮膚感作性を有しないと考えられる。

経世代変異原性試験 (優性致死試験)で陰性、生殖細胞わ ′ルο変異

原性試験なし、体細胞 in v:vo変異原性試験く小核試験、染色体異常

試験)で陽性、生殖細胞 in vivo遺伝毒性試験なしであるが、in宙 v。

での陽性結果ははつきりとした陽性結果はなく、結果表に「+」 と記載さ

れている評価書もあるが、いずれも総合判断としては陰性としている
●5).36).40).20)

1970年 代に旧ソ連で行われた実験ではベンゼンの混入が疑われ、

Pバ。ntylの 評価書では総じて陰性と判断している。

:ARCでグループ340)、 ACG:Hで A443).EPAで D32):こ 分類されてい

る。

lARCグ ループ3(ヒ トに対する発がん性については分類できない)

ヒト疫学研究でトルエンはく露による自然流産の増加、妊婦のトルエン

乱用による新生児の発育異常・奇形、トルエンはく露による血漿中の黄

体形成ホルモン、テストステロン濃度の減少が示唆されている

31).36).40).35).26)

生殖能又は胎児への悪影響のおそれ (区分 lA)

Ng et al.,の 報告から"the study suggests an increased ttsk of

late spontaneous abortions associated with exposure to toiuene

at leveis around 88ppm (range 50-150ppm).The resu:ts of this

study are used as a basis for the risk characterisation of

developmentai toxi● ity in humans.='30)と結論している。動物実験で

は,ラット及びマウスの催奇形性試験において母動物に一般毒性のみ

られない用量で、死亡胎児・骨化遅延の増加、胸脅分節の減少・未骨

化、肋骨の奇形(shift in面 b pro輌 :● )、 過剰肋骨、骨格の発達運延、反

射反応の遅延、学習障害、腟開口日齢及びJm0 0f testes descentの

早期化がみられている。なお、Da― Silva et a:.(1991)に よると、授乳を

介した発生毒性への影響はみられなかつたが、トルエンの母乳への蓄

積がみとめられている・6)。

ヒトについては、「トルエンは、主に吸入によって速やかに吸収され中枢

神経系に作用する.50-100ppmで 疲労感、眠気、めまい、軽度の呼吸

器系への刺激をもたらす。200-400,pmでは興奮状態となり、錯感覚

や吐き気を伴う。500-300ppmになると中枢神経系の抑制が現れ、酪

経ロ     ラット     LD50

経ロ     ラット     LD50

経ロ     ラット     LD50

経ロ     ラット     LD50

経ロ     ラット     LD50

経ロ     ラット     LD50

経ロ     ラット     LD50

経皮    ラット    LD50

経皮    ウサギ   LD50

吸入 (蒸気)ラ ット    LC50

吸入 (蒸気)ラ ット    LC50

吸入 (蒸気)ラ ット    LC50

吸入 (蒸気)ラ ット    LC50

飲み込むと有害のおそれ (区分5)

吸入すると有害 (区分4)

皮膚腐食性・刺激性 :

眼に対する重篤な損傷“眼刺激

性 :

呼吸器感作性又は皮膚感作性 :

生殖細胞変異原性 :
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職場のあんぜんサイト:化学物質:トルエン

特定標的臓器・全身毒性

(反 復ばく露):

吸引性呼吸器有害性 :

爾、精神錯乱、歩行異常などがみられる。J22)、『眠、鼻、喉へに対する

刺激」
36)等の記述、実験動物については、「麻酔J等の記述がある 30)

ことから、中枢神経系が標的臓器と考えられ、気道劇漱性、麻酔作用を

示した。

中枢神経系の障害 (区 分1)

眠気及びめまいのおそれ (区分3)

呼吸器への刺激のおそれ (区分3)

ヒトについては、「トルエンには薬物依存性があり.トルエンの嗜好的吸

入により視野狭窄又は眼振や難聴を伴う頭痛、振戦、運動失鯛、記憶

喪失といつた慢性的中枢神経障害が報告されている.CT検査により脳

要縮が観察され、血尿やタンパク尿など腎機能障害も報告されてい

る。」
22)、

「難聴、脳幹聴性誘発電位の変化」
26)、 rSGOTの 上昇、肝細

胞の脂肪変性やリンパ球浸潤を伴う肝毒性」36)等 の記述があることか

ら、中枢神経系 (脳 .内耳への影響を含む)、 腎臓、肝臓が裸的騰器と

考えられた。

長期又は反復ぱく露による中4E神経系、腎騰、肝臓の障害 (区分 1)

炭化水素であり、動粘性率は0.65 mm2/s(25℃ )(計算値)である。

飲み込み、気道に侵入すると生命に危険のおそれ (区分1)

情報なし

プラウンシュリンプ

情報なし

EC50      3.5mg/Lノ 96H36)

水生生物に毒性 (区分2)

急速分解性がある(BODに よる分解度:123%51))。

生物蓄積性が低いと推定される(log Kow=2.735))。

情報なし

情報なし

情報なし

廃葉においては、関連法規ならびに地方自治体の基準に従うこと。

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方

公共団体がその処理を行つている場合にはそこに委託して処理する。

廃棄物の処理を委露する場合、処理業者等に危険性、有害性を十分告

知の上処理を委託する。

容器は清浄にしてリサイクルするか、関連法規ならびに地方自治体の

基準に従つて適切な処分を行う。

空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。

IMOの 規定に従うc

1294

TOLUENE
3

II

Not appiicab:e

lCAO/1ATAの 規定に従う。

1294

Toiuene

3

ll

消防法の規定 に従う。

毒劇法の規定 に従う。

船舶安全法の規 定に従う。

1294

12.環境影響情報

生態毒性 :

魚

甲殻類

藻類

残留性・分解性 :

生体蓄積性 :

土壌中の移動性 :

他の有書影響 :

環境基準 :

13.廃 棄上の注意 :

残余廃築物 :

Pagc 7 of9

汚築審器及び包装 :

14.輸 送 上の注意

国際規制

海上規 制情報

UN No.:

Proper Shipping Name:

C!ass:

Packing Oroup:

Marine Po‖ uta nt:

航空規 制情報

UN No.:

Proper Shipping Namo:

C:ass:

Packing GrOup:

国内規制

陸上規 制情報

海 上規 制情報

目違番号 :
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職場のあんぜんサイト:化学物質:トルエン Page 8 of9

品名 :            トルエン

クラス:            3
審器等級 :         II
海洋汚染物質 :       非該当

航空規制情報        航空法の規定に従う。

国連番号 :         1294
品名 :            トルエン

クラス:            3
等級 :           11

特別の安全対策         危険物は当餞危険物が転落し,又 は危険物を収納した運搬審器が藩

下し、転倒もしくは破損しないように積載すること。

危険物又は危険物を収納した害器が著しく摩擦又は勁揺を起こきない

ように運搬すること。

危険物の運搬中、危険物が著しく漏れる等災害が発生するおそれがあ

る場合には、災害を防止するための応急措置を講ずると共に、もよりの

消防機関その他の関係機関に通報すること.

輸送に際しては、直射 日光を避け、審器の破損、腐食、漏れのないよう

に積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

食品や飼料と一緒に輸送してはならない。

重量物を上積みしない。

移送時にイエローカードの保持が必要。

15.適 用法令

労働安全備生法 :        名称等を通知すべき有書物

(法第57条の 2、 施行令第 18条の2別 表第9)

(政令番号 第407号 )

危険物・1:火性の物

(施行令Яu表第 1第 4号 )

第2種有機溶剤等

(施行令別表第6の 2・ 有機溶剤中毒予防規則第 1条第 1項第4号 )

名称等を表示すべき有害物

(施行令第 18条 )

労働基準法 :          疾病化学物質

(法第 75条 第2項 、施行規則第35条別表第 1の 2第4号 )

化学物賞排出把握管理促進法   第 1種指定化学物質

(PRTR法 ):          (法 第2条第2項 、施行令第 1条別表第1)

(政令番号 第227号 )

毒劇物取締法 :         劇物

(指定令第2条 )

消防法 :            第4類 引火性液体、第一石油類非水藩性液体

(法第2条第7項危険物別表第1)

船舶安全法 :          引火性液体類

(危規則第2,3条 危険物告示別表第1)

航空法 :            引火性液体

(施行規則第 194条 危険物告示別表第1)

16.そ の他の情報
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災害事例

(1)ト ルエン7096を 含有する合成樹脂塗料を塗布した綿布を乾燥機で乾操作集 中、蒸発したトルエン

が、ガイドロールと布地 とによって発生した静電気火花 から引火爆発 した。

(2)風呂場の壁を塗装 中、発生したトルエンの蒸気を吸入し被災 した。

(3)ビルの地下階段の塗襲作業に従事 中、充満したトルエン藤気を吸入し被 災した。

(4)製品の部品の洗浄作業 中、洗浄装置のパイプが裂 けて発生したトルエンの蒸気を吸入し被災した。

(5)船殻 内に入つて塗装作業 中にトルエンの蒸気を吸入し被 災した。

(0)タ ンクの内部を洗浄作業中、洗浄液によつてトルエン蒸 気を吸入し被 災した。

(7)地下室壁面に防水シートを貼るため 、接着剤を塗布していてトルエン蒸気を吸入し被災した。
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